
距離減衰式を用いた 
長周期地震動予測に関する検討 

気象庁地震火山部 

地震津波監視課 

1 



提案されている距離減衰式 検討主体 検討項目 

佐藤ほか（2012）が提案した距離減衰式 
（以下、建築研式と呼ぶ） 

独立行政法人建築研究所 
（国土交通省住宅局 平成23年
度建築基準整備促進事業 等） 

国土交通省住宅局における海溝型巨大地震に対応する
超高層建物の設計用地震動に用いる長周期地震動等
の検討 等 

Morikawa and Fujiwara（2013）が提案し
た距離減衰式 
（以下、防災科研式と呼ぶ） 

独立行政法人防災科学技術研究
所 
（文部科学省 長周期地震動予
測地図作成等支援事業 等） 

地震調査研究推進本部における長周期地震動予測地
図等の検討 等 

横田ほか（2011）が提案した距離減衰式 
（以下、内閣府式と呼ぶ） 

内閣府（防災担当） 
 

中央防災会議における東南海・南海地震や南海トラフ等
巨大地震での長周期地震動の被害想定の検討 等 

長周期地震動予測技術に用いる距離減衰式に関する検討 

第1回ワーキンググループでのご意見を踏まえ、緊急地

震速報で推定する震源位置とマグニチュードから応答ス
ペクトルの距離減衰式を用いて予測対象地点の長周期
地震動を予測した場合、どのような結果となるかを検討 

【検討に用いた距離減衰式】 

応答スペクトルの距離減衰式は多数提案されている。今回は、政府内での各種検討に用いられ、距離減衰式の係
数や観測点増幅率の詳細なデータが入手出来、かつ、式のタイプやサイト補正手法が異なる、以下の３つの距離減
衰式を選び、検討を行った。 
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式 対象地震 マグニチュード
頭打ち 

距離 
頭打ち 

距離係数の区別 補正 観測点 
補正手法 

建築研式 海溝型地震 有 
（二次式） 

有 有 

太平洋プレートとフィリ
ピン海プレートの地震で
係数を変える。 

周期別に地震基盤相当の観
測点の増幅率で補正 

観測点でのデータにより補正。太
平洋プレートとフィリピン海プレー
トの地震で補正値を作成。 

防災科研
式 

海溝型地震 
内陸地震 

有 

（二次式に加え
て、Mw8.2以上
の場合Mw8.2
とする） 

有 有 

海溝型プレート境界地
震、海溝型プレート内地
震、内陸地震で係数を
変える。 

周期別に海溝型プレート境界
地震、海溝型プレート内地震、
内陸地震に区別して補正値
を与える 

深部地盤モデル（Vs1.4km）と表
層地盤モデル（AVS30）により補
正 

内閣府式 海溝型地震 
内陸地震 

無（一次式） 無 無 周期別に海溝型地震と内陸
地震に区別して補正値を与
える 

深部地盤一次固有周期により補
正 

式 対象とする応答スペクトル 対象M 震源深さ 震央距離 解析地震数 

建築研式 
絶対加速度応答スペクトルSaa（周
期0.05秒から周期10秒まで）,減衰
定数5% 

Mj≧6.5 
（海溝型地震のみ） 

≦ 60 km 

≦ 400km 
     かつ 
距離減衰式で 
最大加速度≧2gal 

地震数：52 

防災科研式 
絶対加速度応答スペクトルSaa（周
期0.05秒から周期10秒まで）,減衰
定数5% 

≧ 5.5 
記述なし 
（最深108km) 

≦ 200km 
    かつ 
距離減衰式で 
最大加速度≧10gal 

地震数：333 
検測値数：21681 

内閣府式 
相対速度応答スペクトルSvr（周期2
秒から周期15秒まで）,減衰定数5% 

≧5.5 
地殻内：≦20km 
プレート境界：≦60km 

記述なし 地震数：18 

計算に用いられたデータ 

各式の特徴 

検討に用いた応答スペクトルの距離減衰式の特徴 
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検討に用いた応答スペクトルの距離減衰式 

log10Saa(T)=a1(T)Mw+a2(T)Mw
2＋b（e or w）(T)R－log10(Rp(T)＋d(T)100.5Mw)+ c0(T)+cj（e or w）(T)   

建築研式 

logSaa(T)= a1(T) (Mw1’-Mw1) 2 + b1k(T)R + c1k (T)- log(R+d1(T)・10e1(T)Mw1’) + Gd + Gs 

      Mw1’ = min(Mw, Mw01) Gd = pd log[max(Dlmin,Dl/D0)]  Gs = ps log[min(Vsmax,Vs/V0)] 

防災科研式 

log10Svr(T)=a(T)Mw - bR – c log10R+ d(Tdg,T) +e(T)                     

内閣府式 

なお、各式の比較を行うため、以後の検討では建築研式および防災科研式では計算式で求めた絶対加速度応答ス
ペクトルSaaから擬似速度応答スペクトルpSvaを算出している 

出典 
佐藤智美、大川出、西川孝夫、佐藤俊明, 長周期地震動の経験式の改良と2011 年東北地方太平洋沖地震の長周期地震動シミュレーション 日本地震工学
会論文集 第12巻、第4号（特集号）、2012 
 
Nobuyuki Morikawa, and Hiroyuki Fujiwara, A New Ground Motion Prediction Equation for Japan Applicable up to M9 Mega-Earthquake, Journal of Disaster 
Research Vol.8, No.5, 2013 
 
横田崇、池内幸司、矢萩智裕、甲斐田康弘、鈴木晴彦, 長周期地震動の距離減衰および増幅特性, 日本地震工学会論文集 第11巻, 第1号, 2011 

（参考）緊急地震速報の震度予測に用いている司・翠川の最大速度距離減衰式（1999） 

log(PGV600)=0.58Mw+0.0038D-1.29-log(R+0.0028*100.50Mw)-0.002R 
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log10Saa(T)=a1(T)Mw+a2(T)Mw
2＋b（e or w）(T)R－log10(Rp(T)＋d(T)100.5Mw)+ c0(T)+cj（e or w）(T)   

cjeはサイト係数であり、周期1秒以上における10cje(T)と10cjw(T)を地盤増幅率と呼ぶ。また、震源が西日本/東日本によって異なる。 

震
源 

距
離 

地
盤
等 

建築研式の係数 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 周期（秒） 

周期（秒） 

5 



logSaa = a1 (Mw1’-Mw1) 2 + b1kR + c1k - log(R+d1・10e1Mw1’) + Gd + Gs 

      Mw1’ = min(Mw, Mw01) Gd = pd log[max(Dlmin,Dl/D0)]  Gs = ps log[min(Vsmax,Vs/V0)] 

Mw>8.2 の場合、 Mw1’ =8.2、その他はMw1’ =Mw（頭打ち対応） 

Mw1は定数16 

Gdは堆積層に係る補正値（Vs=1400m/sの深さを元に計算） Gsは表層の軟弱地盤に係る補正値（AVS30を元に計算） 

震
源 

距
離 

防災科研式の係数 

地
盤
等 

E1＝0.5 

D0＝250(m) V0＝350(m/s) 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 
周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 6 



log10Svr(T)=a(T)Mw - bR – c log10R+ d(Tdg,T) +e(T)                     

b=0.001  c=0.86 

震
源 

距
離 

地
盤
等 

内閣府式の係数 

周期（秒） 

周期（秒） 

周期（秒） 7 



建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

Mw6.0 
pSva pSva pSva 

pSva pSva pSva 

Svr 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

各距離減衰式による周期毎の速度応答スペクトルと距離の関係 

Svr Svr 

Mw7.0 Mw8.0 

・建築研式は東日本、防災科研式は海溝型プレート境界、内閣府式は海溝型の係数で計算 
・地盤補正項として建築研式はC0を与え、内閣府式は、地盤補正項として、Tdg<1.0sを与えて計算 
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断層距離 100km 断層距離 400km 断層距離 700km 

建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

pSva 

pSva 

Svr 

pSva 

pSva 

pSva 

pSva 

Svr Svr 

周期（秒） 周期（秒） 周期（秒） 

周期（秒） 周期（秒） 周期（秒） 

周期（秒） 周期（秒） 周期（秒） 

各距離減衰式によるマグニチュード毎の速度応答スペクトル形状 

・建築研式は東日本、防災科研式は海溝型プレート境界、内閣府式は海溝型の係数で計算 
・地盤補正項として建築研式はC0を与え、内閣府式は、地盤補正項として、Tdg<1.0sを与えて計算 
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建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

断層距離 100km 断層距離 400km 断層距離 700km 

各距離減衰式による周期毎の速度応答スペクトルとマグニチュードの関係 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

マグニチュード（Mw） 

pSva 

pSva 

Svr 

pSva 

pSva 

Svr 

pSva 

pSva 

Svr 

・建築研式は東日本、防災科研式は海溝型プレート境界、内閣府式は海溝型の係数で計算 
・地盤補正項として建築研式はC0を与え、内閣府式は、地盤補正項として、Tdg<1.0sを与えて計算 
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建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

周期2秒 周期4秒 周期6秒 周期8秒 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

距離（km） 

凡例 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

Sva 

各距離減衰式と観測された絶対速度応答スペクトルSvaとの対応関係 

データは平成8年（1996年）から平成24年（2012年）まで気象庁強震観測報告に掲載している波形データ（震度２以上）を使用（18961データ） 
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Mw7.0 断層面距離200km （内陸地震） 

イメージ 平成16年（2004年）新潟県中越地震 
      昭和58年（1984年）長野県西部地震 

Mw8.0 断層面距離200km （海溝型地震） 

イメージ 想定東海地震 

Mw8.6 断層面距離500km （海溝型地震） 

pSva,Svr 

イメージ 宝永地震型の南海トラフ巨大地震 

【特性比較】 
・防災科研式は、周期3秒台以下がやや大きいのに対し、内閣府式、
建築研式は周期３秒台以上が大きくなる特徴を示す。 

pSva,Svr 

東京千代田区大手町におけるスペクトル形状比較 

pSva,Svr 
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利点 課題 

建築研式 ・サイト補正係数の作成には応答スペクトルの観
測データを用いてるため、地盤構造モデルのな
い場所でも予測をすることが出来る。 

・サイト補正係数の作成には応答スペクトルの観測データを
用いてるため、予測対象地点は地震波形データがある場所に
限られる。 

防災科研式 ・地盤補正係数の作成には深部地盤構造モデル
を用いているため、地震観測点以外でも予測を
することが出来る。 

・地盤補正係数の作成には深部地盤構造モデルを用いてい
るため、深部地盤構造モデルのない沖縄県や鹿児島県奄美
地方は予測をすることができない。 

内閣府式 ・地盤補正係数の作成には深部地盤の一次固有
周期モデルを用いているため、地震観測点以外
でも予測をすることが出来る。 

・地盤補正係数の作成には深部地盤の一次固有周期モデル
を用いているため、深部一次固有周期モデルのない沖縄県
や鹿児島県奄美地方は予測をすることができない。 

J-SHISによる深部地盤構造モデルの整備範囲 内閣府による深部地盤の一次固有周期モデルの整備範囲 

各距離減衰式を用いる場合の運用上の利点と課題 

13 地震基盤面の深さ 



地震毎の検討 
距離減衰式による長周期地震動の予測を評価するため、地震毎に検討を行った。 

【検討内容】 
・予測対象地点および予報事項は、気象庁震度観測点および防災科学技術研究所のK-net観測点における長周期地
震動階級 

・確定震源と緊急地震速報によるマグニチュードと震源が同一であったと仮定して、各距離減衰式を用いて長周期地
震動階級を算出 
・計算に用いるマグニチュードは気象庁マグニチュード（Mj）とし、モーメントマグニチュード（Ｍｗ）は緊急地震速報と同
様、Mw = Mj - 0.171により算出 
・断層面距離は、緊急地震速報と同様に、マグニチュードの大きさによる球面を仮定して算出 
・予測した長周期地震動階級と気象庁震度観測点および防災科学技術研究所のK-netにおける観測結果を比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【留意事項】 
・建築研式と防災科研式は擬似速度応答スペクトルpSvaで、内閣府式は相対速度応答スペクトルSvrで長周期地震動
階級を算出 

・建築研式では、公表されている気象庁震度観測点のサイト補正係数が限られているため、気象庁震度観測点を用い
た全国を対象とした検討は出来ていない（建築研式に対応する気象庁震度観測点のサイト補正係数は気象庁で作成
中） 
・防災科研式で用いられている深部地盤構造モデル（J-SHIS）および内閣府式で用いられている深部地盤一次固有周

期モデルは沖縄県内および鹿児島県奄美地方が無いため、沖縄県内および鹿児島県奄美地方での検討は出来てい
ない。 

建築研式、防災科研式、内閣府式を用いて         
気象庁震度観測点における長周期地震動階級を予測 
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検討した地震 マグニチュード タイプ 緊急地震速報 

①平成25年4月13日の淡路島の地震 Mj6.3  （Mw5.8） 内陸型・西日本 発表 

②平成21年8月11日の駿河湾の地震 Mj 6.5 （Mw6.3） 海溝型・プレート内地震・西日本 発表 

③平成16年（2004年）新潟県中越地震 Mj 6.8 （Mw6.7） 内陸型・東日本 （提供開始前） 

④平成17年3月20日の福岡県西方沖の地震 Mj 7.0 （Mw6.7） 内陸型・西日本 （提供開始前） 

⑤平成20年9月11日の十勝沖の地震 Mj 7.1 （Mw6.7） 海溝型・プレート境界地震・東日本 発表 

⑥平成17年8月16日の宮城県沖の地震 Mj 7.2 （Mw7.1） 海溝型・プレート境界地震・東日本 （提供開始前） 

⑦平成12年（2000年）鳥取県西部地震 Mj7.3  （Mw6.8） 内陸型・西日本 （提供開始前） 

⑧平成16年9月5日の東海道沖の地震 Mj 7.4 （Mw7.5） 海溝型・プレート境界地震・西日本 （提供開始前） 

⑨平成15年（2003年）十勝沖地震 Mj 8.0 （Mw8.0） 海溝型・プレート境界地震・東日本 （提供開始前） 

平成23年(2011年）東北地方太平洋沖地震については別途検討 

検討を行った地震 

マグニチュードや震源の位置等の地震そのものの違い、および、地域的な地盤構造等の違いを評価するため、以下の９地震について
検討を行った。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

検討した地震の震源 

① 
⑦ 

なお、今後、地震波形データが入手しやすい平成8年（1996年）以降
のマグニチュード6.0以上の地震を対象とする等、対象を増やして同
様な検討を行いたい。 15 



階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成25年4月13日の淡路島の地震 Mj6.3 気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 160 11 4 0 0
階級1 0 4 5 0 0
階級2 0 0 2 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 162 11 2 0 0
階級1 0 9 0 0 0
階級2 0 0 2 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 平成25年4月13日の淡路島の地震 Mj6.3 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 251 17 1 1 0
階級1 0 2 2 2 0
階級2 0 0 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 258 12 1 0 0
階級1 0 4 2 0 0
階級2 0 0 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 248 18 2 0 0
階級1 0 2 4 0 0
階級2 0 0 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 

17 



階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成21年8月11日の駿河湾の地震 Mj6.5 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 140 7 0 0 0
階級1 19 3 0 0 0
階級2 2 3 2 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 135 12 0 0 0
階級1 17 5 0 0 0
階級2 2 5 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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平成21年8月11日の駿河湾の地震 Mj6.5 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 308 17 0 0 0
階級1 15 13 0 0 0
階級2 0 6 0 0 0
階級3 0 0 2 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 297 29 0 0 0
階級1 21 7 0 0 0
階級2 2 3 1 0 0
階級3 0 1 1 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 314 10 0 0 0
階級1 20 7 1 0 0
階級2 2 3 1 0 0
階級3 0 0 2 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 

防災科学技術研究所K-net観測点 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成16年（2004年）新潟県中越地震 Mj6.8 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 81 11 0 0 0
階級1 23 19 0 0 0
階級2 2 7 2 2 0
階級3 0 0 1 0 1
階級4 0 0 0 0 1

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 62 29 1 0 0
階級1 14 25 3 0 0
階級2 0 9 3 1 0
階級3 0 0 0 1 1
階級4 0 0 0 0 1

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成16年（2004年）新潟県中越地震 Mj6.8 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 186 12 0 0 0
階級1 43 49 3 0 0
階級2 1 18 4 2 1
階級3 0 0 0 0 2
階級4 0 0 0 1 2

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 163 37 0 0 0
階級1 21 69 5 0 0
階級2 0 17 8 1 1
階級3 0 0 0 0 2
階級4 0 0 0 1 2

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 192 8 0 0 0
階級1 50 43 2 0 0
階級2 8 6 12 0 1
階級3 0 0 0 0 2
階級4 0 0 0 0 3
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成17年3月20日の福岡県西方沖の地震 Mj7.0 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 87 13 2 0 0
階級1 7 11 8 2 0
階級2 1 2 2 1 2
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 90 12 0 0 0
階級1 9 15 4 0 0
階級2 1 4 2 0 1
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成17年3月20日の福岡県西方沖の地震 Mj7.0 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 217 7 0 0 0
階級1 23 31 5 0 0
階級2 0 4 9 1 1
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 1

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 203 19 0 0 0
階級1 17 24 17 1 0
階級2 0 1 11 2 1
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 1

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 205 19 0 0 0
階級1 17 34 8 0 0
階級2 0 8 6 0 1
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 1 0 0

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

23 

（予測した階級）-（観測した階級） 



階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成20年9月11日の十勝沖の地震 Mj7.1 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 42 5 0 0 0
階級1 12 8 0 0 0
階級2 1 3 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 43 4 0 0 0
階級1 15 5 0 0 0
階級2 2 2 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成20年9月11日の十勝沖の地震 Mj7.1 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 282 1 0 0 0
階級1 129 17 0 0 0
階級2 9 13 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 279 7 0 0 0
階級1 105 42 0 0 0
階級2 6 16 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 285 1 0 0 0
階級1 128 19 0 0 0
階級2 5 15 2 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0
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階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 122 1 0 0 0
階級1 83 14 0 0 0
階級2 5 9 0 0 0
階級3 0 2 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 121 2 0 0 0
階級1 67 30 0 0 0
階級2 6 8 0 0 0
階級3 0 2 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成17年8月16日の宮城県沖の地震 Mj7.2 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成17年8月16日の宮城県沖の地震 Mj7.2 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 285 1 0 0 0
階級1 128 19 0 0 0
階級2 5 15 2 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 282 1 0 0 0
階級1 129 17 0 0 0
階級2 9 13 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 279 7 0 0 0
階級1 105 42 0 0 0
階級2 6 16 0 0 0
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成12年（2000年）鳥取県西部地震 Mj7.3 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 26 10 0 0 0
階級1 32 31 6 0 0
階級2 2 9 0 3 2
階級3 0 1 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 18 17 1 0 0
階級1 25 39 5 0 0
階級2 2 7 2 3 2
階級3 1 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 平成12年（2000年）鳥取県西部地震 Mj7.3 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 129 20 1 0 0
階級1 62 48 17 0 0
階級2 1 9 5 1 7
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 1

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 107 42 1 0 0
階級1 42 68 19 0 0
階級2 6 8 3 3 3
階級3 0 0 0 0 0
階級4 1 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 147 3 0 0 0
階級1 86 37 6 0 0
階級2 0 11 4 3 5
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 1

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成16年9月5日の東海道沖の地震 Mj7.4 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 73 10 1 0 0
階級1 23 18 2 0 0
階級2 3 12 1 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 65 19 0 0 0
階級1 13 30 0 0 0
階級2 2 14 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成16年9月5日の東海道沖の地震 Mj7.4 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 320 0 0 0 0
階級1 74 19 0 0 0
階級2 5 12 0 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 294 22 2 0 0
階級1 40 49 4 0 0
階級2 2 9 6 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 268 52 0 0 0
階級1 18 75 0 0 0
階級2 0 16 1 0 0
階級3 0 0 0 0 0
階級4 0 0 0 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成15年（2003年）十勝沖地震 Mj8.0 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 3 4 1 0 0
階級1 2 18 1 0 0
階級2 0 20 6 0 0
階級3 0 1 10 0 0
階級4 0 0 3 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 1 7 0 0 0
階級1 1 18 2 0 0
階級2 0 12 13 1 0
階級3 0 0 10 1 0
階級4 0 0 2 1 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成15年（2003年）十勝沖地震 Mj8.0 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 143 2 0 0 0
階級1 58 24 0 0 0
階級2 3 59 20 1 0
階級3 0 3 20 1 0
階級4 0 0 16 3 1

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 137 7 1 0 0
階級1 31 52 1 0 0
階級2 2 59 22 1 0
階級3 0 4 20 0 0
階級4 0 0 17 3 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 102 44 0 0 0
階級1 17 63 4 0 0
階級2 3 46 31 4 0
階級3 0 2 20 2 0
階級4 0 0 13 7 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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平成23年東北地方太平洋沖地震 
に関する検討 
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平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震
に関する検討 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震については、地震情報発表時のマグニチュー

ド、緊急地震速報の最大マグニチュード、気象庁による最大変位振幅によるマグニチュー
ドおよび気象庁によるモーメントマグニチュードで検討を行った。 

震源要素 

震源の位置 北緯38°0’  142°54’   
東経142°51.66’  

震源の深さ 23.74km 

マグニチュード 地震情報発表時 Mj7.9 
緊急地震速報の最大 Mj8.1 
暫定値 Mj8.4 
確定値 Mw9.0 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj7.9 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 185 0 0 0 0
階級1 107 11 0 0 0
階級2 43 67 3 0 0
階級3 6 15 6 0 0
階級4 0 3 4 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 180 5 0 0 0
階級1 86 32 0 0 0
階級2 22 82 9 0 0
階級3 3 17 7 0 0
階級4 0 3 4 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj7.9 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 128 0 0 0 0
階級1 224 1 0 0 0
階級2 172 54 0 0 0
階級3 8 74 3 0 0
階級4 2 12 2 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 131 0 0 0 0
階級1 220 5 0 0 0
階級2 128 96 2 0 0
階級3 4 77 3 0 0
階級4 2 10 4 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 132 0 0 0 0
階級1 188 39 1 0 0
階級2 87 123 17 0 0
階級3 0 49 36 0 0
階級4 1 8 7 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj8.1 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 133 1 0 0 0
階級1 103 20 2 0 0
階級2 55 68 12 0 0
階級3 3 27 14 0 0
階級4 2 2 8 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 127 7 0 0 0
階級1 75 44 6 0 0
階級2 25 71 39 0 0
階級3 0 13 31 0 0
階級4 1 2 8 1 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj8.1 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 128 0 0 0 0
階級1 219 6 0 0 0
階級2 134 92 0 0 0
階級3 3 71 11 0 0
階級4 1 12 3 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 128 3 0 0 0
階級1 201 24 0 0 0
階級2 82 127 17 0 0
階級3 1 50 33 0 0
階級4 1 7 8 0 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 130 2 0 0 0
階級1 155 69 4 0 0
階級2 47 123 57 0 0
階級3 0 18 67 0 0
階級4 0 5 11 0 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

観測値 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj8.4 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 118 16 0 0 0
階級1 67 53 5 0 0
階級2 22 70 42 1 0
階級3 1 7 33 3 0
階級4 2 0 6 4 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 112 21 1 0 0
階級1 40 64 21 0 0
階級2 7 49 66 13 0
階級3 0 3 28 13 0
階級4 0 2 3 4 3

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 

40 



階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mj8.4 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 128 0 0 0 0
階級1 203 22 0 0 0
階級2 62 145 19 0 0
階級3 0 22 63 0 0
階級4 0 7 8 1 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 118 13 0 0 0
階級1 133 89 3 0 0
階級2 24 147 55 0 0
階級3 0 9 75 0 0
階級4 1 1 13 1 0

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 116 16 0 0 0
階級1 72 127 28 1 0
階級2 5 94 114 14 0
階級3 0 2 55 28 0
階級4 0 1 8 7 0

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

観測値 防災科研式での予測 内閣府式での予測 
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階
級
の
分
布(

地
域
） 

階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mw9.0 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 130 53 2 0 0
階級1 16 69 21 6 6
階級2 0 22 46 19 26
階級3 0 4 4 7 12
階級4 0 0 0 0 7

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 32 69 62 19 3
階級1 5 2 42 38 31
階級2 0 0 7 17 89
階級3 0 0 1 1 25
階級4 0 0 0 0 7

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

気象庁観測点 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地方
の一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は関東地方、
東海地方の一部および近畿地
方の一部の観測点でのみ算出 
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階
級
の
分
布(

観
測
点
） 

観測値 建築研式での予測 防災科研式での予測 内閣府式での予測 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 Mw9.0 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

各地点で予測した階級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% % 

（予測した階級）-（観測した階級） 

各地点で予測した階級 

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 63 61 4 0 0
階級1 6 118 96 3 2
階級2 0 17 119 45 45
階級3 0 0 5 25 55
階級4 0 0 2 3 11

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 98 32 1 0 0
階級1 59 136 23 4 3
階級2 0 81 83 27 35
階級3 0 0 27 39 18
階級4 0 1 3 1 11

階級0 階級1 階級2 階級3 階級4
階級0 1 54 72 5 0
階級1 0 9 128 54 37
階級2 0 0 36 54 137
階級3 0 0 0 2 83
階級4 0 0 0 1 15

各
地
点
で
観
測

し
た
階
級 

（予測した階級）-（観測した階級） 

% 

各地点で予測した階級 予
測
値
と
観
測
値
の
階
級
の
比
較 

防災科学技術研究所K-net観測点 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 緊急地震速報で用いる 

震源球の表面投影 

緊急地震速報で用いる 
震源球の表面投影 

観測値 内閣府式での予測 
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誤差に関する調査 

長周期地震動階級による比較 

震度１以上の全てを観測点を対象 東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）を含む 東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）を除く
防災科研式 内閣府式 建築研式 防災科研式 内閣府式 建築研式

階級差が＋2以上または－2以下の割合（%） 17.3 10.6 25.0 18.8 16.0 17.5
階級差が－2以下の割合（%） 14.5 9.4 23.5 13.1 13.7 14.4
階級差が＋2以上の割合（%） 2.8 1.2 1.5 5.6 2.3 3.2

全データ数 654 669 617 320 307 285

震度４以下の観測点を対象 東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）を含む 東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）を除く
防災科研式 内閣府式 建築研式 防災科研式 内閣府式 建築研式

階級差が＋2以上または－2以下の割合（%） 13.5 7.0 20.6 13.0 10.2 13.0
階級差が－2以下の割合（%） 11.7 6.4 20.3 9.6 9.6 12.4
階級差が＋2以上の割合（%） 1.9 0.5 0.3 3.4 0.5 0.6

全データ数 377 388 345 208 197 177

階級差=観測した階級-予測した階級

検討に用いた１０個の地震について、観測した長周期地震動階級が階級２以上、または、観測した長周期地震動階級が階級１以下かつ各
距離減衰式での長周期地震動階級の予測が階級2以上の観測点における、長周期地震動階級の観測値と予測値の差、および、長周期地

震動階級データの周期帯別の最大値の観測値と予測値の差が、±２階級以上となった観測点の割合を算出した。条件分けとして、震度１
以上の観測点全てを対象とする場合と、震度４以下の観測点を対象とする場合を区別した。また、東北地方太平洋沖地震のMj 8.4による予
測値を含む場合とそれを除いた場合でも区分した。 
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階級差＝（予測した階級）-（観測した階級） 



東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）
を含む 

東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）
を除く 

東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）
を含む 

東北地方太平洋沖地震（Mj 8.4）
を除く 

震度1以上の観測点 震度4以下の観測点 

階級差が＋2以上または－2以下の割合（%） 階級差が＋2以上または－2以下の割合（%） 

階級差が－2以下の割合（%） 階級差が－2以下の割合（%） 

階級差が＋2以上の割合（%） 階級差が＋2以上の割合（%） 

誤差に関する調査② 
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階級差＝観測した階級－予測した階級 階級差＝（予測した階級）-（観測した階級） 



平成25年4月13日の淡路島の地震（Mj 6.3） 平成21年8月11日の駿河湾の地震（Mj 6.5） 

平成16年（2004年）新潟県中越地震（Mj 6.8） 

平成17年3月30日の福岡県西方沖の地震 

（Mj 7.0） 

周期1.6秒から周期7.8秒までの絶対速度応答スペクトルSvaの最大値の観測値と予測値の比較 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

Sva(cm/s） 

Sva(cm/s） 

Sva(cm/s） 

Sva(cm/s） 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 
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平成20年9月11日の十勝沖の地震 

（Mj 7.1） 

平成17年8月16日の宮城県沖の地震 

（Mj 7.2） 

平成12年（2000年）鳥取県西部地震 

（Mj 7.3） 

平成16年9月5日の東海道沖の地震 

（Mj 7.4） 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

Sva(cm/s） Sva(cm/s） 

Sva(cm/s） Sva(cm/s） 

周期1.6秒から周期7.8秒までの絶対速度応答スペクトルSvaの最大値に関する観測値と予測値の比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 
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平成15年（2003年）十勝沖地震 

（Mj 8.0） 

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震 

（Mj 8.4） 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

防災科研式 

内閣府式 

建築研式 

観測値 

Sva(cm/s） 
Sva(cm/s） 

周期1.6秒から周期7.8秒までの絶対速度応答スペクトルSvaの最大値に関する観測値と予測値の比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 

防災科学技術研究所K-net

のデータによる比較 
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平成25年4月13日の淡路島付近の地震 
 緊急地震速報を用いた検討 
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緊急地震速報の発表状況 

地域分布（気象庁観測点） 観測点分布（気象庁観測点） 

長周期地震動階級の観測状況 
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防災科学技術研究所の観測点を対象とした予測 

第1報  M5.9 第2報  M6.4 第3～4報  M6.7 第7～8報  M6.1 第9～11報  M6.2 

05時33分23.9秒 05時33分24.9秒 
05時33分27.9秒 

05時33分28.1秒 

05時33分30.3秒 

05時33分31.2秒 

05時33分32.2秒 

05時33分43.8秒 

05時33分50.2秒 

05時34分10.2秒 

05時34分16.5秒 

建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

第5～6報  M6.4 

観
測
値

気
象
庁 51 



気象庁の観測点を対象とした地域単位の予測 

第1報  M5.9 第2報  M6.4 第3～4報  M6.7 第7～8報  M6.1 第9～11報  M6.2 

05時33分23.9秒 05時33分24.9秒 
05時33分27.9秒 

05時33分28.1秒 

05時33分30.3秒 

05時33分31.2秒 

05時33分32.2秒 

05時33分43.8秒 

05時33分50.2秒 

05時34分10.2秒 

05時34分16.5秒 

建
築
研
式 

防
災
科
研
式 

内
閣
府
式 

第5～6報  M6.4 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

建築研式での予測は東海地
方の一部および近畿地方の
一部の観測点でのみ算出 

観
測
値

気
象
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• 検討に用いた距離減衰式には回帰時に距離の制限があ
り、それより遠方の場所については外挿をする必要があ
る。 

• 検討に用いた距離減衰式では、M８を超える地震での予
測精度が悪くなる傾向がある。 

• 検討に用いた距離減衰式では、長周期地震動が増幅し
やすい地域で過小評価となる傾向がある。 

• 検討に用いた距離減衰式では、内陸の地震では震源距
離が概ね100～200kmを境に震源近傍では過大評価、遠
方では過小評価になる傾向が認められる。 

評価した距離減衰式の問題点 
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• 建築研式の全気象庁震度観測点のサイト補正
係数の算出。 

• より多くのイベントでの解析とその比較。 

• 地震毎で固有周期毎の解析結果の比較。 

• 緊急地震速報で求められた震源要素毎の解析
とその比較。 

今後の解析予定 
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